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扱梢の捌EEiは棚 の見地からも求h;朋のことがら

1_'含んでおり,エ芋粥■二も.怒探扱鵠1_/利用するエ男

性掛 ｡_もちろん,二手一役の抜放や捕逝物の汲計の打と

J二にも,必ず史淡変形への抵抗という地 桝たわっ

ている｡また,半Ig体の特性,政毘現敏等の花銭的放

尿と力学的な故地との功似姓 もあ り.さらに.伽

千,卿 の虎娼革の化学反応か 55nlにおいてすら,

酪!52胡魚との赦多くの洞迎性Jbがm姓が逆められる｡

'U;って.屯鎖の力学▲亡兄学的にもエ朝 勺にもきhめて

丁瓦努である.

砥蛾は事鮒十的性鰍なもち,材料の机鞭に敦盛てあ

(),一敗にGblwiEの1色度によってb変化するのて非常に

後姪である｡故に.村常と.柵 の放かれた愚作に上

って著しく榊 を3%にし,先づ砥堀の影式を評細に調

べる必要があり,平田Ird三時に上る破瑞の影政事とし

ての整理も行われた｡この酸根の練掃.三時rul的凶T･に

帽すal三言 うまてもたく,この内矧 二は現攻か･一段に

'iy遵誕哩的也三好trIもつ場合が多いと駄欄が発生してか

ら終了するまでの坤rin内.こ,丑征の異つた形宙の変化

が同時に,あるいは相ついで起ることの二つの因子を

考えな1HtはfLち な い .

このことは故地の-JJ芋は応力や旭 の空間的分布形

式のみならず,JGカが交静的に加わるか,和的に加わ

るか,徐々に加わるカ,負;かこ.文は;集燃 二瞥軌的に

加わるか可の選によっ~こもいくつかのaJに分1⊥られる

ことなも湛妹している. この うち,放牧機柵として

は,瀞的な粂1'トトr)ら,むしろ,加的な場合の万がr叩

題が多いと瓜bitる｡応力掛 こ上る荷喝の形式､上僻

の爆発とか,講述界九b'物件を雄蝶した場合の形式JJ

ここ{･ti食刻.してい7.,カ',このような場合の特徴とし

て次のよ)̂lzことがLbけられる｡

弟 1に巌分の 1/Lbエ1)も較い,きbiさて解fulh(JTL時

r川内に起甫正が制幣に阜とられ.次で.敵地な狩Ⅶの

轍 によっも iB:もに限られた掩い班にたらことカニあ

る｡朝 2に,応力穀が脚 を/移動ナ1L:三組 的に班

蒙することは故地の力学を研究 す るのにTf]益たこと

i,この猷栽放q)た軌 二.よった魂さの敷私らl任意に

搬察1:Ct'ることがある｡前3に.様々の=夫に よっ

て,鼓蛾を局部的に果甲させることができ,応力娼中

効果を柿究しあいという特車もある｡また,払 二.礼

袋の換柄を考察するに当って.応力渡の型と,息炎の

翌と1_L,対比することは,蔽頒蛸 の木陰を魂べる上に

興妹あることilある｡従って,高速度の1m による鼓

梢はこの上jtL特教J_/そなL{いるのて.現在までに

rTbLLたやや冊的な肝 妃と相まって,多くの触 学的

漏窮な与えることかてき,このようた栄樹の普段.i工

学的にも3!蔀た影 蔓とTzるものである｡

特に,=某喋鼓においてV,絶域一段の俵念が卵柾

になっては じめて愉 領民-が可約とたるものであ

ろ｡紛 :揮発して岩石の酸規が終了するま-:の藤rMl

はかたl)良く,この現奴のたかには一イタFでコソ ト

の現敏に始I),絵々の萩った形式の鼓積が何箱に.あ

るいは印ついで子〒われる-I)のと巧丈られる,この事繁

が現実のエ兼軌 を鵬 ,A.掛 yi:ものとしている

理由となる｡故に.このrNlの鼓淡彩式の分扉軌 1,充

分合理的に行われていたい以上,今のところ,単一の

横柄を如 する位鼓現金 もJl-む+_/TLITLt･こと-{ある

メ,維々の夷鰍 こよって,工燕は鼓で起る概々の汲蟻

段柵の存在比セ粥純ならしめ,王Eしいは改良蛤の発】霞

に東せんとするのも米研究の一つの日的.(.あるL,

Z EB捧内衝撃波の反射による

応力集 中と破壊効果

櫛板鞍の一つの耕着た故璃効果として,渡の反射,
肺実によろ応力井!中にもとづ くものである｡これに

は,iKrT方ttJを矧 こする同符号の技の班灸による横合

と,自由面で反射するときの入射鼓と反身様 の干渉に

よっ CBlる助命とがある｡前掛 土実相-Tt和L)におい
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】82 = 無 欠 茶 払 女 生 前 】9 醤 稚 3 E

て伝柘道産の桁 に利用し!_飯梁であり.そtlにチ1し

て･接着Lま鞄棚 の桁 一二放逐があ る=とlf未知

稚打てのべ!=遜 りである.

このgBナ免果セFl用す九は.封甲の･71せり強圧を動

触 こ好低することができ,また.村村の摸何字的形状

を引 ヒせしめて組の研究に取用することも･{･さる･)｡

今.P.の泣叫圧力をもつ砺軽軒が良Lll面から 三の

維持に兆行したとすれLf,a-'8倍 も自Lh市からiUJl向

に=の位G5[.=ある.この時,瓦昏摘 簿軒頭のrt正にお

いて触 ▲こかかる研力Pは.その位正における入射鞍

の庄抱虹力P,R な打ち消さなけzLはならないのでJ,.

~PJ･,2=たる,Pは干渉のi正行につzt-:付大して行
き･TZE.柵 の引匂 り如 .こ等しくなったとき.そ

こに鞍の方跡 二対して直角な引召.)改構を生ずも.戟

に･tf古の羨掛 こ呑屋だ.こついて分っており文王評こ

て,I-026xlO./iE-12111/5

となる, =LDprI_,史の他 力に比べるとそ,?13

倍に当っている,

恥 同様のこと1_,,L'-80.6Cl-m-てrTうと,-,Eナ

jb-O77xTひ 0･9｡xlO-k¥rCm 7,7･｡-35,<1m､と

なって･EEJtか小になほと見かけの 允 .vEは六二な

って行くことがわかる｡

(2) 軌 畑 の駅男は,a-40mmにあり,=_

35mr').;Zぐ-〇才SxlO~ s̀ec,P.-4OxIO-.P.A_

2(》×10-,Jk-2･CSx10.kg/m ',11'19817" となる｡

(3) 鉄.規 o>毘矧 ミO-30mmで =-3CTn;3,

まZ'亡-一･15xIO-'Se亡,P..-5.15x20-.P̂ R,Tl.Ox暮A

fb-,15×13-kD⊂Tが.1̀-56m/8となる｡

)･S･Rm亡h8rtユ)ら,薪.辞.常軌 ア/,:-倉皇に

弓掛 り朗 元と自由面までの馳 ･埠 えら九てい川三 ついて行ってし･右が･それ･=上れlf･

次の上～･こしてhな伽 ること,.A.で 套ろ.e_如 ,tN 杓 jh-3･CE3x10一･253xl0-kg/eJn.
辛苦形･三郎 秒 こもあるが,その抜粋細に輸文適度セ Ie-H･75mi(2即

吟旅した折3I報の先晩位に従 うと図1の如くTrる. 欽 (to20Elモー])

(1) 鉛,LLtW,恥 lCOzTlmの各J,について.

=I2l･22･26mmであり,L･-】2Cmm.Cは明取IZ

珊 鼓･T4は消えてい た4)｡経って.a-1Ch mの砂合

を限邦と見て,これから,-(-2=/E)2.6×10-̀SeCの

PJ･･三二二5x10.k且- :,'1って,J･.-0.5x)0･kgem†

との蓋としてPE･026xIC一kg.rmZを狩る.また,こ

の時の限界鞄m li,Jnこ見合う垢見巡丘であるか

ら.

..

｡･｡
.

;I_J.+･T｡

JhEll

b2×101,092x10.kiL/Cmlll･-3も.ニ1m5(2回)

4■305teel)J～一qllI】OJkg/m -

'l-71zo～となつ': ､る.こzlカら入ると,同一籍の柵 でも

かなりの整カあり,同t:2tで



淡 亮 生 玉 の 東 映 的 efだ 】83

この宍脈.三先づ封脚 /_,淀めたけJH三･-iちT=い 漢の息表を,ZB'-{おく

き:.これを正しく定める;=こ,なるべく柵 の.q･さを

小きざス▲こ行 †必壱LJ･あり,文,idI皮RJ_,との堤軍

とすべきか-=轍 が果ってくる.従って,庇軌 ここれ

らの結果を,比較すること.こてきなtd･,Ⅱ･XのBt,

7%'nehJlrtの節に比べ,鉄は 4030steelより若干芯 く,

i男l王道にPiい.この藍は,封耳,及び上記の如く舛

取群の定め万のJ58が含まれているためてあろう.

おし上の蜘 効果は,芯蒙古の放無として特鼓のある

ものであり,一次元的な条件のみならず三次太的なLZ:

5'.り+_'も.?畑 のエ玉堤鼓においても布在すると考え

られる.然し,この形式の敵城が成立するか否かは.

斬両のJ7_力か附界威力に比べ充分大きく,かつ,抵地

面の位世はE]由両から波長の '一,の距雌:こ隈ださtLる

べき1_,充分考止すべきである.

一版.こ,t払勺限界現力 1抑 な肝 こ比べ,- ナた大

きい亡,ニトえ,限界逆圧王政十 .7日 のかTZりの挺進で

あることは柵造物のショーPに対する相 を,考える時

又羊であろ｡

自由面におけろ反射のf5の餅として,物件のかとL=

生ずる二自由面からの転の放射蛸 5.･bる｡この蛸

･*_'利用して,韓聯 こその肺 に輔 する瓦経に如

何'Lちぎの鞄を与えるかをしらべるこZ:が出講る事･三

第ll報てAしたところ-<･ある.

3 衝羊波の伝積にともな う碩学と

■召速度の物理的息載

故tAの拓形式の怒気.-_当つも 我 が々･ujfした掛

の脚 ･何を蝦 するかな明らか.こすることは来

賓である.また,ね要週足と放伐敬偶の純床Jz明らか

にすることは.放浪の力学上,今蛾の大きな聞田でも

ある｡このとき.軌 ､杏両で規乱せ与えながら退行す

る応力故と屯現の関係を耶ペることは.破地力'･やや瀞

的な条件下に起る牧舎上りも,取熟油圧の悪蒙を研究

し易いbzl刊かある｡

弟XV織までの聡 で明らかね よう.こ,閉経内密Jt

鼓は凶拝を曲的.こ硬くさせ,その触 .坪 野の伝后

にさいしては.鼠齢 まき77めてもろい形式の鼓頴を示

す｡ゴム.又は舟のように,日常の艶良では軟い物質

ち,ガラスや攻防に見られる1う1i枝分れの出 とな

ち.もちろん,ガラス等では書l九日のJW :5'.大きく,

つまりや辞されて美白になってしまう.

休し.このような鼓議も軒F･裟Stするにつtlて,六

市に故計的Tr既 を聾 く親し丘める.ここで,このよ

うな襲い応力苦の伝拓と故瑞につい<しらべ,脚
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181 エ B 火 薬 t晶 金 姓 2'119せ 祁 3 冊

ば7tに上る軽費接の舟純な潔.こ切祈し,漢珂なナイ

フて折節な面を糾し,SmTnのますEl内の確度を測る

と■珂2のようになる｡澗忘は中畑 30■の砲金粥円対.

(L3CAl)を L･ぐm の市さから消し.そのJik入なさTTmt

の10倍で'T.LJ二,従って,小さtF鮒 王と現し.ことを示

チ

好紫蘇卦 二､三かたり凍化し■こ茄分d･一諮覗ってI''

f).中央のEのgB芙取分.+.わjb ZX ■1.また,鼓ftさIL

た印面の近く-:,急に大きTL併せr･正す部分,).あって,

ここな河へると,そこには沢山の愚tdな空孔があって

これか桜になつ{免ZTAカ過行すろことがわかる.写托

)はこのありさまを煎ナものて.これらは T(1L･51,)ら

のアル :こ1)ム箔の引解り矢抱の板蕪蝕ALと同銀であ

ち.牢芥 】から7)かろiうに 強力Ti柵 だL-i_破雅の

桜七倍恥せしめ,右 岸(現砕劫果七光搾する9･,方面

0並庁とともに技の妊舷もまはらになり,鼓LAに及ぼ

1劫火.土庄率的.ニなって行く ナた.技がJJ.えらlt.て

から蛸 抄'･発生するまでの時糊ゴっくれも,強い軒でZi

Biく,軒の澱 にJ'九て長くなり, か19,はらつい

て.臆等●的性格が新嘗にもらわれるであろ)｡従って

臥 ･応力軒に上る抵触 .'.1句じ柵 について,鼓域の

もつ耗準的細 を,軌 ･状頬から軌 ､状症へと一つの

罪列に』べて見せてくれる好個のサノブル7-L丑供する
と考えることが ごきる

2. 陳繋.ニ上るガスス等の耶 鼓.T#現敏のyユ

1)一L,ソ瞬間等井に上るt薪

比 ヒはいつ21.ら,放浪技の.tIOさまを頼妹したもの

1,うちか,ガラ71等の東経七光的-こ:Iベるため, yユ

I)-L,ノ～rie写英で改革した.袋正の評由:ま希＼Ⅳ稚

にのへた通り･〔ある｡

321 ガラス板の田野.=よる価f
叩 き5mrl1,]50x2L70mm'又は40:く200mmtの〝

クス妓女光兼に対して止軌 こ放き,EiZl3のように6LJ

雅夫雷管で砿里す る.苛官は,内托 2｢mrlt.肉畷 ヰ

mmlウ鉄管で俣撃した,

園3 水村の坤や方法'山下.班h:上A七三.J3甑とい )

. 16 摘果は

牢其 23 0)上)にたり,これから次の上うなことがわ

かる｡(1) 屯架の形限一見したところ.lJJhの恥鞘の院 様は非常に

兇っておJ),▲＼舷でLLm袋Ei粥臼状であり.I)板でIiN.二jl'

･行<･ある.然し,.＼甑･cI,旺

蜂1鼠カら LlrrntJ皇-I:.i先行する琵面に荘f

rltこ巡行している｡^坂にぶいては,¥井2の<あで,

lRを邦のh-対qの皿近くにW T.=眼 ,T5'･確逃し,ここ

で.eED女郎.干渉による応力in中劾炎JJ'L現

れている｡(8鮫てふ 声で料の東経75鋭野外とILつた

ので この規敏はbカ.らないE,)この先端符lの敵城朋攻は宋rA .

ら 1cm粗度であり, 従って.^艶

l三雄;恥こおけ るMBE点はほL三るt;zuと推

重きttる.(三) 手芸の 兄 坐宰其2の3敦に.朗

らか.こ蛸 の技の実生か見られち.ここで扶持すべきこ

とは. 1艶から3拘まてな通じ,応力軒は較面から拝の

ようが漫談h'見ら^ることてある｡こiLは.撰缶の租硬.こ上

るものか,状転によるものか,いづれ1こせよ,3抗.こ現れた枝.

こhb7)並行方向に並んだ形で分Wlし.このFiil

かくは:-1Tltrnで野の満額現様o)将とは 三

者しく.枝は燕∂乱 文.まだ内て灘の進行に従って迎松帆に発生したことがわかる.汰

で,-I的El{は.これらの技は互に連絡して旭 .=成

長したことを元している.技が与えられてから血脈

生までの時rul-(銀地榊 と嘗ってblい)は.法面か頚

遠するとr申†.二校成生厨子を-'iえると考え'(.正面から珊 こ現れj'.:

詞期蛸 任正 (技)ti:の

梱 書 .tと控の温 ま ('から食める｡(--.YC)(

3) a7柑 近傍の戚和琴共 2.3 の3的から

書かのはって,2折口になると,亀裂の様相EL-9:Lも 敷布に表在に,かなりの

述授性をも

って,しか't.鰭沌･'十し

て並行している.そして,預面から岨 先

箱までの緋.ま31秒こくらペ

て短くなっており, [拘EE

では さら.こ短い.この

媒招 くlfqF)を好況弧 こ示すと図

4のヱ3-こ党規に純粋 tL破面があり.次てfrolt
LBがある.さらに.モ国4 95軒iZ近抄の のすく･径に私
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の一才栄

(ト 2) 70(1-2) 75
()-2)(2-3) 165

(2-3)(三一･i) 26

(3-4)(1-5) 30.0
(.-5)(ち-6) 515

(5-6) 18蕗rul々 材 LQLbt,C (

2-3) )30(3-4) 2L (

3一･･) 15(1-5) 22 (L1

-ち) 25･O(5-6) JL2 (5-



lrinの lr｡ntA.まね裂の花袋倒城の小から築き出た,JP

や姪の'J'い雌 の光速から凹たがの trontてあること

がわかる,このことは中央苛始こ突tIiした螺 に上って

fTCTltB5'･引窮らLtl=筋 こなっていることかちも現k;

されろ｡これと全く同じ嬢輸'_B卸についてもZeめる

ことかてさる｡この突放では 1cm以内の規範は不明

であるが,この傾向は 】cm J-im ではさらIこ強くあら

われろで.Sろう｡従って,きわめT:強い亀裂 こ̀そILEl

舟で大きな選斬丘を積送することができ.その比丘は

遜肋泉輸送過程として理解するの71r･避当の上')に.吸わ

れる｡

(1) 亀裂速度の蜂折

牢罪 2 3 から渋面と屯裂の迎行な,時rHl-托Jt地

tAて示すi:,EZl5とたる｡これから速度を決めると,

.･ltEiの場合,瓜力酔 土5,】6cm/i(】～7cm ),i,9加 m 5

(7-17cm) となり.屯只【+_ I-5cm *_-{ 3,3〔cm9

となっている｡0-1cm までの他馳迎産はわ)からない｡

I3urCは,応力軒 5,9dO(8- 18cTn)に対して,T蛾

迎産 り C〇m5(コ～14cm)となっていろ,

接の位沢と拡力軒両 とのEE91.ま抑軌 汀からブ宝いほと

大で,また,分相のはらつきも大となっている.

こq)枝か->えら九てから,蛸 う'･苑蓋するまでの持

ち噂r'H は.3;柴TXから約 Irmで書 となり -の書

小のものな結ぶと同6の朗,tLjiも,

士た,半群2h･ら各社分の悦 1度JI,=RめるとBt小

12Om sから忠犬 3.?′'m5までと,非常lこ.Zらつい

ていろ.これらの花hEは巨税的九九m CLとすう

べきであって,このTYlIにlま-と.領粗的な恥m JZ

Clを合んて}'り,この内 'かこ王らつくために CdがB:

化すろものと考えられる,そして,こEl.らの琴炎を氾
つて行くL,魚brrく現れ+_紘.あるいは枝分れの分

院LFがヨ三経机に順 の比布 If1)- rすることかわか

ら,

これに対して,ノ9アタリ/i,捌T7は応力澱の臣捕鮭

城に対し'(強い的杭 /L,-r;し 鉄様似城はiXEから2cm

J-1脚 こJlまつ'{いろ (欄 ,;5).この均分も瑚 一こ

ほ駅料米組に,おける敵のtL射血戦が見られたが.その

たi')の取規は全く山っていなし (瑚 6).応IJ]班の

逆児は 30x150×150lFiでは 2.8O)mJ(3-7cm),
2,750m 5(7-BCm).こOK30xL50代では 3.3COTlI･･ l ･ - 目 し ･LEJJ(,I

屈6 屯顎発生敢少将ち時価 ~Q)拒Jf的京化 19

写X6 年T:4 5 の3tFtの米■故のゆ柑E

dみに,6純 然TF前のは允の搬和11年汚7の如くであり

.甘町でWヲス托J_/面に対して1仁PHこ横辞したとき

l三年tE8となち か''スがサ出していもありさまが良くわかるさ-･,二のgL出迎BZ(

2-<駅の平均)は?.く伽 m zsとたってい

る.次にやや爪速度の耶 崇例として.斗欽銃に上る

故LFyや様した｡(Kf久,Jg:さ 3mm)

笹



186 二 乗 火 薬 陸 虫 結 節 19着 蘇 3 fZ

していろ.,漸Juij丘くのiE/)'形のものは.搬 をはi'e

んだ壬旦拓で,弾丸がこれ女Llくとき牲Eがスター トす

る｡弾避1'_90.--Z00 lniてある｡丸鍬 土始め抑 この

ぴるb'13-1cm位から曲り始め.曲ってからの遠足t三

見かけ L=さわめてまっそい.各他現 L̂呼黙9のように ･1

-Dとし.各駒の肺 に;jCって兄か.十o)迅箆を求める

と,裂 1となる..

表 1 写井9に見ら)Lる放dHたれ穀の逢せ Cl

qL腎在_Ⅰ｡-.see

23L-J,oti'･月 鳥 ヰ仁 志
5亡C D J5.1 ･.dTO

垂 骨 項 ｢ 酎 頂

310
310

この世台の丑芯逸匹 (･I的きて)は t.SCCm/Sであ

って.この価は ShArdlnや Bユr510"噂か得た臥

硬いは.その鎌の研究射 堺 軽重i的に粗辞し上Iと粁

入1=時の肘 速舟 こ一恵していて,こと新しいもの{-

1エたい巾然し,この (.の岱はきわめてばらついてお

A).この8射 三次のように野えろことが･できろ｡すな

hち.<f勾士では脱 炭は 1.60)m且と見てJlいhl.

5(I-]日から魚道に見かけ上 CtEか舵TしたESt因は.末

年恥勺に悦 雄が依下 したIL.めではなく,六の;且匹

Cl(-･1.∽01nJS)は変らrLいか.古掛目に現れ<いる

ような折曲FSで7t勤 叫欄 rたけとどまったr=めと増

えられる.この時mTは

T-(-a/C̀ (1)

LrlJと(JJ十1)拘時叩占

d lJ+l掛 こ艶fLl=札災成良雄

となる｡この -t-ま出 tのようになって,桝 4-5cm

て急に増大し治める.,

写芥10も同様の突放であ るカ.この38台■こはがめ

に (静 こ対して 610)射紫した機会て.琴共9と1i包

袋のおもむさ七全くBLにして1,Lも.mに放射状にたっ

たのに対して,今庄は37書71を中心こして円伊であ

る｡然し,この堺合も.他捌 r三拝分ztをしてお

J),5-6抗.こついて憾 む平井:lOのたりのようにし

て.C4セ求めると誕=のヱ?にlrる.

20

兼2 革T.10に見られるYPT状t封先r･1の進行逆圧

(5-8 が),時間集 26KLO~lbeC)

t fJ 達 ffinF # M t謹 3: -I: ･seでmS

li: 芸:; ;:芸 3.冒

. .‥≡ -

ここでも最高速度は 1,603m/9{･ある｡そこて.こ

れ以下の-L.,のについ{は,式 ())の増えに1Rつ1:=を

求めて見ると,-は約 LCjJBCt. 年末9の鏡台上りも

小さくたっていろ｡

これは,応力が筋学点に対して,円形.ニiIS申し.放

射状に必 〒するqB合より旭 の持つ盗肋瓜 まけ大し<

いるため二度bLtる｡

3.3 地組 良に5g+･5従来の研究

屯触 虎は破梢の形式によっても光り,場合▲こよっ

て､三枝分LT_なし.技の生成等の帥 潤 子が･介入する

のて.各影式についてす-て挫-した舶 セ打もこと

は配魚である｡従って,個別的に.各形式についての

嘘 と考察が行われろことはEI燃であるが,私製速ま

1二郎する研究は比丘的新しい｡ナTLZ?ち.Shardlnや

BarSl071事カp.ガラスを折半したとき,ZFfj東証にかJ)

わらi-,(むしろ折畢洩BEが小さt場合でi') 1●550

m さの岨 迎圧+L得たの1=始 り.その伎この上lなれ

裂想定を井蛙盆約に理解しようとする阿人が行われて

きた (先の卑芥 9 】0から柑た L,600 nl･の CLは

この適度に当る).たとえは.htott'JtiGr■爪Ih蛸

の並行による卵tL･ふネルギーの床下は,表面 エ ル̀ギ

ーと血処 重くの托体内の潔軌エネルギーの増加と釣合

?と√e,えて,

C･4 3=(i･-f 'E--一也 一 一をjLIp｡(q/I.)zLJ
(2)

とし たコ以銭.この上うな蛸 速B:.王妓止のZR決が地

異盈匹'=相当するものとして Crとyく

そLtに対して.OrtI"dn7)は.LR i点弧内 珊 こ.出

睦沢衣面仕事J_/加え.他 行■こS!触 C題 字･七とも''L

う坊合.=もあてはめた.

また,Selbt･rg')は旭 を CaplHar)"A､Cと見.

私製はその Phnseヽ el∝11)に-敦十ろ過旺て伝賂し,

このとき,洋装が1京子脚 こ̀lfら'.:.チ)1,土,I_らJLL



洪 声 量 ま の 実 J*爺 P た 18g

と号え.

C･-(1:dy)i (3,

が4いた.ここに TliCAPLEhr)Conゝtと拝しガラ

スて1iO22..A)-2,5(》kdm'.a-2･古xlO~l●n とし

1=とき.CJ-),160m/8セ柑た｡この遜FELLShaTd･n

坤の打た杭より.とや低い911.それは托用した常故のた

かに舵邦がLあるためと考えられる.

さらに.暮近.GlrTnArL')はこの上)た取男退JZに

さらに~つの刃った脚 にもとづく毘界近東を非#性

帆 こJJえている.一つは琳一別 t.%放くもの.他は桔

J'-tZの脚 にそった蛾合である｡

耕 的にも.D'mmlCk''目上ガナス面に摂.きつけた

自〈托.LurLdtN)rgと Joh8nLSOnu)は名石柵

らtR的に■取直丘を決め.前者は盈丘の,横着;ミ折

狩iLの∬■なしらべ,FR男乱正は ShArd'TlqEと一宏

十もことセ見出した.Smetc-l.および.Shartd-1)ち

こE)上った即 連丘を稚くいる.

こ人らの暇 三Lづ九も■棚 にIt広界tg:Z5'･あ
I,それセ主として脚 也■に上って.F;柵 育ゎ

官むてLW L上′とするものである.一力.l■○鮎 は

ARの艮盛.こ弾性古のZL行を考えに入れて巾的.こ按分

九一も件を■じじようとした1J).また.Ptzct.･iJ)には

顎に上るdナスO鼓*な行い.3,500rn5のホ過のk

袋Jffy.平田鼠≡●一)も水中における阻 火花によるガ

ラスの故trcもきわめてiR)瀧の九宍なみとめた.

以上む通じ{考えられ右ことは.従来の肝臓 てほ

接地 .または枝分れ規範等が･含まれるときには.ね

裂辿JEのJl丘.i一見不閉伽とIEる点には_あまり放念が

あわれていなかったことが･あげられる.恭コに満E!皮

のL裂の理解の関田が裁されている.従って,今技の

併究lこは.故L*おくれの井のLG(囚となる個々の脚

とその時仙おく九Tの存在を放 し,また.甘乱臥上

のiLAb'igI姓Jic)限界内で比粥できるh･恥 ､めち必垂

二.bも.

2.1. 札監置犀の脚

前野のqLJE8等に技の芙生と腿 長との邦銀か荒

されていろう･.-滋一こ我+5'･書をするA批 正.t,

隻農 芸xA/譜表 2鶏蒸
て.I,り,これを巨細 伽 G とすること1てき

7_ これに対して.扶脚 を鈷ぷ免税的た岨 速足

C'カ･あり,これらの技は応力誉 (達文 O tこ上J:て

･少しちitを

すTLわち.G は.C,-,a,CLの-ヲノーターで

定まるわけである. この1も.CIま応力野茂Jtのみで

たく,一役;こ齢 IL与えられ1:行 く基点と考えても良

い.

この8つのハクJ-タ-ては,CIは議書.穫耗の

狩耽 者が･対照とした勝 的速見と見て良いから･も

しもCL,机 王らつくとすれI三その鮮凶はてと Z̀にある

こ考えられる.そこで緒に丁の肝 的tLl上ちつきのた

めに C.がとのように変Lt:すろかセ考える.

.I1 -のJt小捷林の粗 CCdのBB鎌Il)1')

今,laI件のfEかセ応力だが一次可約に並ttものとす

る｡屯袋は.跡堺にそってZiSるれ 讃力とth-Plの方何

にをるから.即断の郷 を考えに入れたけれほtLEtは

工E綴鼓石に正fEl.すなわち,鼓の並行万仰こ止る1=ろ

ち.そこで,このような帽 の出美方を肋 に考え

て見ろ. Eg-)
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r■>C の可庇蛙

故に･C･が覗 私こCに近く.Jの書が広く.ま

たその分有が･大きL研 こかたまってLLu三,(.>Cと
たる可馳 '･ある.

C-<C の可馳

今までの~の分布的 ._也の位JZ'こ上って王ら1Lい

と考えたが,技を与えたE手の脚 払'.軌 特は
珊 と共に-が･稚大する横菊が･起る.また.同時.こ(.

のiネルギーもおころえるから,この二つの放束のた

め C･<Cとなる｡もちろん,このとき･Cも.TのJt

小確率の戯 聖は硯材 こ存a:しているか,■群の7E生と

成長にl蛸 払 こよる肋 '･強く.r̀ ほ扱池とILり,-

ほL甘大するにつtl･B2性的にTEつ･{如 川場 芋がg'恥

られてーのばらつきも小さくILつてFTく〔あろ,,｡

CA-Cの可能性

I/が小になり.恥 L密郊するほどCIの抑ミG ▲こ近
づき,-が小さく,きた郡 的姓掛 こ乏 しく1{れL･_･

G は苦の伝楕沌LFCに近くたち<

3･12 舶 菜.こ上る吟味

これまでの実胞 ､ら,LLUニJl'=つ.lJd合の可だ

匝なしらべて入る.

G>C の可監姓

ここで Cセ肯逆 とす山 ご.宇共 _ .1.書からみて

明らかJこ雷の蓬まま･(一枚上とたり伺三の.=b三から.

G も飽 以上 (■>ぐとたL)将も.指し.EZ17のヱ

',tL義件を考えろ.こは,C.>(,(('.･官草野E!&)の

可位睦む考えるペさてある.

噂 ･こ上れl-i,安善点から2m のk*から.三内9の

林野.ナIEおち G>G とはなってlない.このこと

.i.-は距岸と共.こ急放L=細大する川向かあることを

宜印し.こ11.は園6からもPlちか Cある.
用9の概柵では,地割が軒両な欠き放って削ること

は決してTEい｡たせならは,野面1'_I弛 吐き枚は蛸

を,起すものと考えているからであZ,｡そのため,こほ

い,･-(ccAIc',1')･､･ (4,

T.>T.≧O
C.>ぐ.

の帆 '.成 り立■こな.1九はならなし● そこで. frZl

以下の鰍 お.･て(_ll-0.〇Im).二つ...IC.TL.ーn

rz15,として C こ棚 のWJBおく九 =▲亡の切探七才

わて入ると.EZleとなる.すなわち,t牢鎌,0.-

-1p与eCの鼓郷 間i:くれがあLt.こ.二O⊥J,1(JaQ

で.恥 ､ら lcTZ】以巧に見かけ上 C.>.ぐとなも

C A-As一一････一

B]8 g輝 点に)･ける改ま時良いLくれとの朋IJ
但'応力汝道tCs-5,CO)mS. 臣11cm

ことが可悦である｡然し.このような軌 ､4EIF r.什･〔

も･IIL,eC以下の蜘 馴批 がら放生T.t迩挫な叶え,･J

べきかむしろ後述の上うに亀裂そのものにi5両の並行

とB相 に最速のi&ffを,与えるべきかを苛めること.こす

按の閉館である.この1ち.前者は兼 だ不明 でhも

が･今までの写芥からん-I,むしろ桂か )巧えカ'.ヌ当

のように患われる.

311: 蜘 暇 よの匠血糖性格 ･lt)LT)

以上 の樟黒 は,CI.三C.(者達)に ちベ.I I

C･<C'(u)C'-(.(ui)Ct>C. の-つの枚Ir蛸

ifL･ナtt三七らたい ニ =亡,こiLをjW 十るため.二三,

LE!EE.?･こet現的七位カZiの珪抱を好一こせ-=考tもこ

と三･できることを啓示している.この孝 二5'lb.'托

つ̀C叩'HtryⅥaVce)蛤 に適ずるものであり.また

ITE)tヨ]=おいて
~ス5･A_ヽ C"
OS-.＼,C,+-A
Or-.Y/ぐ,T Tq--1

Cd-A-I(C/C,+',一丁.)
これ七重現 して

-1--n.･t(Cd-C')JEld･C.)い
とlzも｡

T

申

巾

o 知 和



でて.こ牡tk若として大森恭■に こって捜永さL.,てい

(l)lit葵の皮具にIi払鰍 'igtく,缶蛭の事
きいこ支虎さLl.この三折 三色はZfのC:拝に1均 され

7 (il)はF姓の押 こ乏 しく.tSZの伝岸lまJ姓

吉の伍拓●こ比較され (LlF',(itRの先札 こその腹

鼓分子を軸 .こよって重罰的.こ血色し,t三gi遠よ.エ℡
;qJ_/Zt用できIiL､という柵 から1,;放され.この執念

の岨 進行は好事狩の伝播に比較さLtる.従つ{(LL)

(Ill)のJ暮合一iSJnbetや PoTlぐe)et叫 呼 のよ うに.

爪典のm nを進度過超と十ろことは粛当ICrrく.

むしろ.馴 ■送還樫と考えろべきであろ,

この上1.こ考えると,鼓搬 勺私製の並rTに.三古山的

性格カ'.ある2:瓜われろ｡この様な鼓硯応力げの内.At

犯的払性荘{･好 さrLた貴大の掬 で良り立ったJ)r-

l･.まづヒ ウ耶 二はあるEFさのあることJr･必考て^ろ

I.放牧常性だICは,現駿にLqtFするもの.-_鼓良好の

湖 か.鈍 色かという2元酌'=可忽J)考えら)'1 .

石地ZE暮帯.こおいて-I,同凍であるが･.このJA含LこL三.

t.ちに,鵬 の応力勾配と,そLuこ上って也る放

ti分子Frの大きさが事:里方･Jtlこ兄やできるか香う々 考

LT=け山王JLらな い.この上Eに悦 I.夫々の以 5)

散乱丘力泣くしてとむとするIEらL=,こLtちか存在十7.,

月▲榊 をしらべ九は,蛸 蓋行丸印のJL子化し比

I-F.石基と'Lもものと見トhF_.

4 括 ti

朋 称 ませ 1.<時g)亮遠地 やな,免 ナた防体内のd書

群の放伐放果.こついてLl)へたLので,これ1-,まとめ

Lu三次の如くである｡

(I) 那 のは弗によ引ム淋 内乱水野の特雅的なこ

っの払 出幼鼎なのべ た,鉄柵朝凪土壁l柵 IL仏力分lfT

の形J:のみならず.荷丑の蒋限蛸 付によっても射 ヒ

し.EW ,叩 払 肋的粂ITへこ狩衣肋 ●特大する

につれてut･.カの時榊勾軌 まけ大して行き･桝 か揮発

の払文の二 ･二たれ 三,きrJ,-=息士に美湖 ･圧力

かかかろよう.こなる.この上 +=売遇正の虻書 二よっ

て究生し[=伽 Z:.i･圧点.L又三才j7滴 ･こ上ってホtの

旺 力洗中細 す特車5･.ある･こ;39-がL印用して･由

侍7)肋的弓伊 り斗皮を求め'-ここJt'でき･こLL･上金供
で.エ恥 的 伊の1〔信のオーJr-てあったd

(I) ま草薮の性の鴇卸 ･'一能 ‡号上限こL{･方の

tfL仔.こ従って塩も邑蟻があ7- 桝 声の絹 .エコ 人 Jb

氾7)こうT;牧l粒貢!ZもさLrノ,-=もろく鼓tLせしめ･

讃瓦 i鮎 .こ空孔辞を艮し こ･･つ速持し'=ARう･Zt

成されることセ舟についてヰ♯した｡

3) そこで,ガタ7.Jタ7クリル紺 について

雷管書に上もm 租 を行い,現敏の要≡化 を/Ag一

･/ノ#捌 .CLちべた.失望 り.泣面はBEを与え,

この珊 の応■d,抜良盤咋rul-がFe月とIiり,=の

丑少q)む t̀実の分7m を王だする.松 に近い

所ては =ははとんと事であって.強い岨 まtlしろそ

れ白々でjW 牧な♯速できろ捷柵を与えた方が良い扶

Lこ思われる.

(<)我 か々k付する悦 匹は-JZに巨祝的fr意

班Q)もので,これセ C4'とすれLf.C4は d,-.技と

技を結ぶ色艶岨 JZCl時のノミラノーターで変化し.

dと -はは朋とLて枕汁的な性格セ もつ{現屯に関

与することなのべた｡-のは'らつきの内,最小のもの

カ'･暇 行と支配するとぢえ九は,思考轍 的'=C-<

ぐとたる可伽 ･あることJ_,税萌した｡然し.榔

共から見九は,ガラスでは-l上江河の狐 につれ{急

渡.こ溝大ナろ帆 a:があり.このため上記の齢tlは見か

け上,7ち荊=-れて,-Q)帖小名分布■こもとづくC'<C
のBIE一三三一J2に考えに くい.くJタ7クリル甜脂.まガ

ラス上りもJa力充1.1こ上る -の袖大鵬 は蝕･｡)伝し,A-鮎 にkL.て,rt捷 0.I-IFrゝee牡虻の■異

発生かくれかあれは,1ロ】以内の近匪井において.

上巳の脚 に 上り G<Cとなり,且か.ナ上 】C.こ00

m5良民の■監 正は不可鮭でL三たい｡この点なしら

へるILは.各班のm EBtJこよっ<他 力の時rr'm

7BJJ'Jtる昏{あるから,先づ秤 搬 時間のとり方を

吟味する畑 が･ある.そのためには一 段と輔密TL発扱

望溝 を,必要とすろので.これは今鎌のT対顔である･
(5) 札如 JEに関する椴 の肺舵 をまとめ･柑

PETTとして.くl)抜雌 ,または枝分れの現如 l含

まれるときは.触鮎丸皮の澄準は一見不明施となるこ

と,(Ll)矧 こ.ホ追放のA型の伝婚韻桝を#姓丑的

脚 て行 うことの可召,の=点があることをQ)べた･

王者ふ (日 については岨 巡見と巨弧的･故P.

開脚 .こ分dL.そのJq鼠ま撲生玉文革肌 抜旺霞

徒等の杜汁的駄文を加課して考えろべきこと･ ll)･こ

っいては.鼓挽1弧 正なた現的拓力野として醍tRLI

称 二品ZIJRの■久.ま&吐桝 eiとしてt蜘 こ桝

汐的1r萄酔生■送監世の脚 を与えて説明すること'_,

妖 した.

たえす且trあら湘 aFと臥 ･ている.E禾沌缶先式

会社.持田むけ士,並びに.脚 =早苗 山本 LL

記,疋E3湘 托控,同1t学界 平tE托三救援-=助 ･L

も 王'=,M一二.本7t骨 の/▲ 9- i,I/写井につき13
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